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ユルゲ ン ・シ ュナ イダー教授講演会
.
●
ドイ ツ ・パ ンベ ル クの オ トー ・フ リー ド リ ヒ大 学経 済 社 会 史 講 座 主 任 ユ ルゲ ン ・シ ュ
ナ イ ダー 教 授(Prof,Dr,JurgenSchneider〕を 迎 え て,講 演 会 「ナ チ ス 期 戦 争経 済 体 制
か ら戦 後 社 会 的市 場 経 済秩 序 へ 」が,1997年11月15日(土)14時か ら特 別 講 義 室 で 行 わ れ
た 。 当 初 は14時か らユ7時まで の予 定 で あ った が,教 授 が 熱 弁 を振 るい(ハ イ ドゥ ク教 授
特 別 セ ミナ ー の 場 合 と同様 に ドイ ツ 語,通 訳 付 き〉,質 疑 応 答 も活 発 に行 わ れ た の で,
時 間 を大 幅 に超 過 して,ま ず14時10分か ら15時55分まで.1時間45分にわ た って 講 演 が 行
わ れ た後,休 憩 を挟 ん で さ らに16時20分か ら18時20分まで2時 間 にわ た って 質 疑 応 答 が
行 わ れ た。 そ の後 も約10人の 有 志 が教 授 を 囲 ん で 夕 食:を共 に しな が ら,19時か ら21時ま
で 意 見 ・情 報 交 換 を行 った 。
シ ュナ イ ダー教 授 は1937年に ザ ー ル ラ ン トに生 ま れ,1979年に エ ア ラ ンゲ ン ・ニ ュル
ンベ ル ク大 学 で教 授 資 格 を取 得 して,1980年に 同大 学 教 授 候 補(い わ ゆ る私 講 師)と な
り,1985年バ ンベ ル ク大 学 正 教授 に 就 任 した 。 教 授 は フ ラ ンス の対 中南 米貿 易 史 の研 究
で教 授 資 格 を取 得 した の だ が,年 と と も にそ の研 究 対 象 は経 済 史 お よ び経 済 政 策 の 多 様
な 問 題 に及 び,EU通 貨 統 合 に も並 々 な ら瞼 関心 を示 して い る。 最 近 で は 世界 通貨 史,
20世紀 ドイ ツ通 貨 改 革 史,ド イ ツ の経 済 秩 序 と経 済 政 策 等 の通 貨 制 度 ・政 策 に焦 点 を当
て た 比 較 体 制 論 の 労 作 を 続 々 と世 に問 う てい る。 教 授 は この 間 に ケ ル ン大 学 時 代 か らの
指 導 教授 で あ った ヘ ァ マ ン ・ケ レンベ ンツ教授(Hema皿 ・Kellenbenz,1976年春 来 学 〉
と組 んで,「 経 済 史 叢 書 」(翫 翻 塵 溜rI贋'r離んψ 讐催h嬬 吻 の 共 編 者 とな り(第1巻
は1978年出 版),こ れ は1982年の 第19巻よ り共 編 者 に シ ュ ミ ト(EberhardSchmitt)を
加 え て 「経 済社 会 史 叢書 』(撫 鉱油撰 τμr協 認∫罐 げだ一姻45∂麗α卸5`海c雇の と叢 書 名 を
変 え た。 さ ら に1990年の ケ レ ンベ ンツ 教授 逝 去 の 後,シ ュナ イ ダー教 授 は1991年の 第42
巻 か ら レー ゲ ン ス ブ ル ク大 学 の ゲ メ ル教 授(RainerGommel)と編 者 を 組 み 直 し た。
1996年の 第71巻か ら は ド レー ス デ ン工 科 大 学 ク ル ー ゲ教 授(UlrichKluge)が加 わ っ て
編 者 は 三 人 態 勢 と な り,1997年の 第78巻か ら ミ ュ ン八 ン大 学 の コ ム ロ ス 教 授(John
Komlos)が加 わ り四 人 態 勢 とな った 。1997年まで に81巻が 出版 され,1998年に は2巻
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め 出 版 が す で に 予 定 さ れ て し.・る 。 こ の 「叢 書』 は,「 社 会 経 済 史 季 報 』 増 刊 号
(聾θ鷹 加 ゐ∬所 拶}燕r&厩"一 研 ♂Wゴπ∫漉 幽 κβ5〔飯擁 躍B♂hψ δ や,ベ ル リー ン 自 由
大 学 の フ ィ シ ャー 教 授(WolframFischer>の編 集 に よ り1966年に刊 行 が 開 始 さ れ た
r経済 社 会 史 叢 剖(3醜 崩 η馴r研r齪 願5.槻4歯zぬ 叙 勲 融 の と並 ん で,今 や
ドイ ツの代 表 的社 会経 済.史叢 書 と 目さ れ る に至 った 。 な お,戦 後 西 ドイ ツ の経 済 史 学界
は リュ トゲ(FriedゴchLUtgeミュ ンヘ ン),ア ー ベ ル(WilhelmAbelゲテ ィ ンゲ ン)そ
れ に ケ レ ンベ ン ツの 三大 家 か ら発 源 した と よ く言 わ れ るが,如 上 の 経 歴 が 示 す よ う に,.
シ ュナ イ ダー教 授 は ケ レ ンベ ン ツ教授 の 衣 鉢 を 継 ぐ者 と して 自他 共 に許 して い る 。1997
年4月 イ ェ ナ で 開 催 さ れ た 第17th社会 経 済 史 学 会 大 会 で,シ ュ レマ ー教 授(Eckart
Sch肥m血erハイ デ ルベ ル ク大 学.豆993年秋 来 学)の 跡 を 襲 って シ ュナ イ ダー教 授 が 会長
に選 出 され た こ と は,ド イ ツ社 会経 済 史学 界 の世 代 交 代 を 告 げ る もの で あ る 。
と こ ろ で 今 回 の講 演 の た め に攣 備 さ れ た 原 稿 は,「 ナ チ ス戦 争 経 済秩 序(1933-1945
年)か ら戦 後経 済 秩序(1945-1948年)へ,次い で 社 会 的 市 場 鋒 済(1948年以 降)へ 」
とい う もの で あ った が,や や 煩 雑 に過 ぎ る上 に,「 ナ チ ス 戦 争 経 済 秩 序 」 とい う概.念が
経 済 秩 序 概 念 に馴 染 んで い ない 日本で は誤 解 を招 く恐 れ が あ るの で,頭 書 の よ う に意 訳















一 方 で ,教 授 は ヤ ー ノシ(FranzJamssy)の「復 元 仮説 」 に依 る ア ー ペ 沁 ス ハ ウザ ー教
授(WemerAbelshau菖erビー レ フェ ル ト大 学,平 成7年7月 に 経 済 学 会 主催 で 講 演)の
1948年改 革 の軽 視 を厳 し く批 判 した。 いわ ゆ る 「アー ベ ル スハ ウザ ー ・クル ン プ論 争 」
は ク ル ン ブ に よ る アー ペ ル ス ハ ゥ ザ ー批 判(RainesKlump,W沈5c姻塑 ぬ 訪 紹4ケ
.BundesrepublikDeutsch-and1985}を契 機 に して公 然 化 した の で あ り,こ の 著 書 が シ ュ
ナ イ ダ ー等 編 『叢 書 』 の 第29巻と して 出版 され た こ とを,あ らた め て 思 い 出 させ られ た
次 第 で あ る。
なお,シ ュナ イ ダー教 授 は ドイ ツ の 中で もフ ラ.ンス と最 も地 縁 が深 い ザ ー ル ラ ン トの
生 ま れ で,フ ラ ンス に長 期 留 学 の 経 験 が あ り,し か も,バ ンベ ル ク大 学 赴任 まで エ ア ラ
.ンゲ ン ・ニ ュ ル ンベ ル ク大 学 の フ ラ ンケ ン地 域 誌 ・一 般 地域 研 究所 中 心 の 責 任 者 を 務 め.
て い た こ と もあ っ て,汎 ヨー ロ ッパ 的 ・地 域 的 関 心 が 比 較 的 強 く,そ れ だ け 「ドイ ツ国
民経 済 」 へ の 執 着 は弱 い 。 そ の点 で は,そ の著 書 『ひ とつ の ヨー ロ ッパ へ の 道』 の 邦 訳
が1997年に刊 行 され た,フ ン ボ ル ト大 学 の ケ ル ブ レ教 授(HartmutKaelble>と関 心 を
.共 有 して い る と.言え よ う。 か つ て ア ーベ ル スハ ウ ザ ー教 授 が 私 との 意 見 交 換 の 折 に,ケ
ル プ レ教授 の 仕 事 に対 して そ っ け な い態 度 を示 した の も宜 な るか な で あ る。 ヨー ロ ッパ
統 合 が どの よ う な形 態 に収 斂 して ゆ くか と い う私 た ち の 問 い に 対 して,シ ュ ナ イ ダ ー教
授 が 「地 域 連 合 」((bψ 凄 昭 如 π げR躍 如榔〉 と い う 展 望 を 力 説 し,「 国 家 連 合 」
((hψ加 西 ηげ 焔 融 耐 を強 調 した ハ イ ド ゥク教 授 と の相 違 を 見 せ つ け た こ と は,
ま こ と に興 味 深 い こ とで あ っ た。 ヨ ー ロ ッパ 統 合 の最:終目標 に 関 して,ド イ ツの ほ ぼ 同
世代 の 知 識 人の 展 望 が 一 致 して い な い こ と を改 め て認 識 させ られ た 意 味 で も,先 月 のハ













導5.1997年11月15日(土)午後 ,京 大 会 館 で ソ ウル 大 学 の ミ ョン キ ュ ・カ ン(Myb面㎏ ・KyU
Kang:姜命 圭)教 授 を迎 え て 「】945年以 降 の 日本 と韓 国 の 経 済 学 」 を テー マ と した 日
韓 シ ンポ ジ ウ ムが お こな われ た。 これ は,.国学 院 大 学 の 池 尾 愛 子教 授 を 中心 と した 研 究
グ ルー プ 「1945年以 降 の 日本 経 済 学 」 が 中 心 に な って ,今 年 度 の経 済 学 史学 会 大 会(於
福 芥 県 立 大 学)で お こ なわ れ た7ォ ー ラム ・セ ッシ ョンの 続 編 で あ った。 メ イ ン ・ゲ ス
トの 姜 命 圭 教授 は,現 在,韓 国 の経 済学 史 学会 の 会 長 を勤 め てい るが ,ド イツ,ア メ リ
カ,日 本 と滞 在 経 験 を もつ 視野 の 広 い 学 者 で あ る。 最 近 ,(経 済 学 の 制度 化 〉 とい う知
識 社 会学 的 な 視 角 が 経 済 学 史 研 究 で 注 目 され る よ うに な り,数 量 的 デー タ も利 用 され る
よ うに な っ て い るが,教 授 が,SeoulJournzlofEconomicsの創 刊 号(1988年3月 〉 に
掲 載 した."TheGrowthofEconomicsProfessionlnKorea"は,韓国経 済 学 に関 す るそ
の よ うな 視 角 か らの研 究 の 鳴矢 で あ る 。
池 尾 グ ル ー プ の研 究 は,.デエ ー ク大 学 の ボ ブ ・コ ー ツ(A,W,Coats)を中 心 と した
国 際 研 究 の 一 環 で,そ こ で の 問 題 設 定 は 経 済 学 の 国 際 的 標 準 化 がA皿ehcanizatb皿と し.
て お こな わ れ た とみ て よ いか ど うか,と い う もの で あ る。11月9目 に お こ な わ れ た 学 史
学 会 の フ ォー ラ ムで は,こ の 国 際 研 究 で韓 国 を 担 当 した セ ン ト ・ジ ョン ズ大 学(ニ ュー
ヨー ク州)の ヤ ン バ ク ・チ ョイ(Young-BackChoi)助教 授 が ,韓 国 経 済 学 に お け る
Americanizationにつ い て報 告 した 。 この とき,姜 教 授 は コ メ ンテ ー タ ーで あ っ たが,こ
の 京 榔 の 会 合 で は,「1945年以 降 の韓 国 の 経 済 学 と経 済 政 策 」 に つ い て 日本 語 で 報 告 さ
れ た 。
教授 は,ま ず 第 一 に,1945年以 降 の 韓 国経 済 学 界 を,マ ル ク ス経 済 学 の 影 響 を 色 濃 く
受 け た 初 期(1945-50)と,「韓 国動 乱」 勃 発 以 後 の 転 換 期(1951-1960>を経 て ,そ れ 以
降 の 成 長 期 にわ け て説 明 した。 次 に,経 済 政 策 の 形 成 ・実 施 の シ ス テ ム の な かで ,経 済
学 お よ び経 済 学 者 が 関 与 し う る領 域 に つ い て 説 明 し,最 後 に 「援 助 依 存 型 シ ス テ ム」,.
「第1次 経 済 開 発5ケ 年 計 画」,「重 化 学1:業化 政策 」 を例 に と って 政 策 決 定 に参 加 した.
経 済 学者 の 影響 に つ い て 述 べ た 。 と くに,1950年代 の 米 国 の 圧倒 的 影 響 力 ,ま た,1960




今回の会合には,池 尾グループもヤンバク ・チョイ氏 とともに参加 したが,研 究報告
としては,日 本側から,私(八 木)が 「1945年以降の日本における経済学の学術体制」
について,さ らに愛媛大学法文学部の赤間道夫教授が 「戦後 日本のマルクス経済学」に
ついて報告 した。戦争問題や 「マルクス主義」問題を入れて考えると,経済学の知識社
会学も,政治史やインテレクチュアル ・ヒストリイの深層と結びつ くものにならざるを
えない。そのような感想をいだかせる.シンポジウムであった。なお,準 備にあたって,
本学大学院生徐寵愛氏に種々働いてもらった。記 して感謝する。
(八木紀一郎)
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